
【
表
紙
】 

南
極
猛
鯨
狩 

全
二
巻 

 

【
表
紙 

裏
】 

 

【
１
頁
】 

（
十
六
ミ
リ
） 

南
極
猛
鯨
狩 

全
二
巻 

二
三
七
米 

 

台
湾
総
督
府 

Ｏ
第
五
九
六
号 

検
閲
済 

有
効
期
間 

自
昭
和
十
六
年
四
月
十
二
日 

至
昭
和
十
九
年
四
月
十
一
日 

 

活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
検
閲
規
則
第
十
条
第
二
項
ニ
依
リ
手
数
料
ヲ
免
除
ス 

 

障
害
ナ
シ 

 

【
２
頁
】 

 

【
３
頁
】 

「
南
極
猛
鯨
狩
」 

全
二
巻 

梗
概 

 

‶
海
国
日
本
が
躍
進
し
つ
つ
あ
る
南
氷
洋
を
舞
台
の
捕
鯨
界
を 

如
実
に
現
す 

一
万
二
十
噸
の
捕
鯨
工
船
図
南
丸
が
五
隻
の
捕
鯨
船
を
従
へ 

大
阪
港
を
出
発
南
氷
洋
へ
進
出
し
て
捕
鯨
の
有
様
又
捕
鯨 

の
解
剖
処
理
な
ど
を
撮
影
せ
る
も
の
な
り
‶ 

（
完
） 

 

第
一
巻 

Ｔ
１
‶
サ
ク
ラ
グ
ラ
フ
マ
ー
ク
‶
サ
ク
ラ
グ
ラ
フ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ 

Ｔ
２
‶
南
極
猛
鯨
狩
‶ 

 

【
４
頁
】 

Ｔ
３
‶
構
成 

日
活
文
化
映
画
部
‶
撮
影 

岩
崎 

繁 

Ｔ
４
‶
一
万
二
十
噸
の
捕
鯨
工
船
図
南
丸
は
五
隻
の
捕
鯨
船
を
従 

 
 

 

へ
躍
進
海
国
日
本
の
捕
鯨
事
業
を
代
表
し 

Ｔ
５
‶
南
極
を
目
指
し
万
里
の
壮
途
に
上
る
べ
く
大
阪
港
を
出
て 

 
 

 

行
く
‶ 

Ｔ
６
‶
押
入 

東
半
球
地
図
‶ 

Ｔ
７
‶
故
国
を
去
っ
て
三
週
間
目
濠
州
ジ
ド
ニ
ー
港
に
到
着
‶ 

Ｔ
８
‶
こ
ゝ
で
今
後
数
ヶ
月
間
に
使
用
す
る
物
資
主
と
し
て
石
炭 

 
 

 

や
食
料
品
を
積
込
む
‶ 

Ｔ
９
‶
押
入 

東
半
球
地
図 

申
請
前
一
字
抹
消 

Ｔ
１
０
‶
南
緯
四
十
五
度
か
ら
の
一
帯
は
荒
天
圏
と
い
は
れ
■
一
年
を 

 

【
５
頁
】 

 
 

 
 

通
じ
て
最
も
荒
水
の
甚
し
い
海
で
あ
る
‶ 

Ｔ
１
１
‶
押
入 

東
半
球
地
図 

Ｔ
１
２
‶
更
に
進
ん
で
南
緯
五
十
度
以
南
に
横
は
る
濃
霧
圏 

 
 

 
 

内
へ
…
…
‶ 

Ｔ
１
３
‶
押
入 

東
半
球
地
図
‶ 

Ｔ
１
４
‶
南
氷
洋
特
有
の
頂
き
の
扁
平
な
氷
山
が
見
え
初
め
る
‶ 

Ｔ
１
５
‶
い
ざ
活
躍
の
舞
台
‶ 

Ｔ
１
６
‶
四
島
砲
手
は
捕
鯨
界
で
日
本
一
と
い
は
れ
る
名
手
‶ 

Ｔ
１
７
‶
銛
の
先
に
は
火
薬
が
装
填
さ
れ
鯨
の
体
内
に
射
ち
入 

 
 

 
 

れ
て
炸
裂
し
根
元
の
銛
爪
が
開
い
て
引
掛
る 

Ｔ
１
８
‶
一
発
で
は
死
な
な
い
大
変
な
力
で
逃
げ
る 

船
は
逆
は
ず
に
網 

 
【
６
頁
】 

 
 

 
 

を
延
ば
す
‶ 

Ｔ
１
９
‶
段
々
弱
っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
網
を
捲
き
つ
け
更
に
第
二
弾
を
‶ 

Ｔ
２
０
‶
こ
の
鯨
は
白
長
髟
須
と
い
ふ
種
類
で
あ
る 



第
二
巻 

Ｔ
１
‶
腹
部
に
管
を
通
し
空
気
を
送
っ
て
沈
ま
ぬ
様
に
す
る
‶ 

Ｔ
２
‶
邪
魔
な
尾
を
切
り
捨
て
る 

Ｔ
３
‶
南
へ
〳
〵
捕
鯨
船
の
活
躍
は
続
く 

Ｔ
４
‶
南
極
の
夏
４
ヶ
月
間
に
此
の
捕
鯨
船
隊
が
漁
獲
し
た 

 
 
 

鯨
は
実
に
百
三
十
九
頭
―
―
‶ 

Ｔ
５
‶
持
帰
っ
た
鯨
は
母
船
の
後
部
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
イ
か
□
□
□ 

 
 
 

上
げ
ら
れ
る
‶ 

 

【
７
頁
】 

Ｔ
６
‶
滑
り
を
よ
く
す
る
為
に
水
を
か
け
る
‶ 

Ｔ
７
‶
こ
の
白
長
髟
須
鯨
は
長
さ
九
十
尺
目
方
は
百
噸
も
あ
る
‶ 

Ｔ
８
‶
す
ぐ
に
解
剖
処
理
が
始
ま
る 

Ｔ
９
‶
文
字
通
り
血
の
河
‶ 

Ｔ
１
０
‶
骨
は
機
械
鋸
で
‶ 

Ｔ
１
１
‶
甲
板
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
原
料
は
カ
ッ
タ
ー
（
裁
断
機
） 

 
 
 
 

ボ
イ
ラ
ー
（
圧
力
釜
）
等
を
通
っ
て
搾
り
そ
の
油
は
‶ 

Ｔ
１
２
‶
セ
パ
レ
ー
タ
ー
（
分
離
器
）
で
精
製
さ
れ
完
全
な
鯨
油
に
な
っ
て
船 

 
 
 
 

底
の
大
き
な
タ
ン
ク
（
油
漕
）
に
集
ま
る
‶ 

Ｔ
１
３
‶
押
入 

線
画
に
て
船
底
の
説
明
‶ 

Ｔ
１
４
‶
無
線
電
信
が
七
千
海
哩
を
距
て
ゝ
本
国
日
本
へ
そ
れ
か
ら 

 

【
８
頁
】 

 
 
 
 

英
国
へ 

申
請
前
二
字
抹
消 

Ｔ
１
５
‶
海
路
遙
々
と
呼
び
寄
せ
た
英
国
の
仲
■
買
船
と 

Ｔ
１
６
‶
鯨
の
巨
体
を
フ
ェ
ン
ダ
ー
に
し
て
―
‶ 

Ｔ
１
７
‶
南
氷
洋
上
の
取
引
向
ふ
か
ら
は
野
菜
其
の
他
の
食
料
品 

 
 
 
 

を
‶ 

Ｔ
１
８
‶
こ
ち
ら
か
ら
五
十
噸
の
鯨
油
‶ 

Ｔ
１
９
‶
元
来
捕
鯨
は
イ
ル
ウ
ェ
ー
イ
人
の
特
技
で
あ
っ
て
南
氷 

 
 
 
 

洋
に
進
出
す
る
外
国
工
船
の
殆
ん
ど
全
部
は
彼
等 

 
 
 
 

の
手
に
占
め
ら
れ
て
ゐ
る 

Ｔ
２
０
‶
押
入 

東
半
球
地
図
‶ 

Ｔ
２
１
‶
こ
の
好
敵
手
を
向
ふ
に
廻
し
て
建
闘
し
た
我
捕
鯨
隊 

 

【
９
頁
】 

 
 

 
 

の
成
功
は
海
国
日
本
が
南
氷
洋
に
掲
げ
た
新
し
い
凱 

 
 

 
 

歌
で
あ
る
‶ 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
全
巻
終
り
） 

【
デ
ー
タ
採
録
者
‥
加
藤
宏
明
】 

【
デ
ー
タ
校
正
‥
青
木
学
】 

  
 

 
 

 
 
 

 

   


